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投資環境の見通し（2026年4月）

国内株式

国内金利

米ドル/円

出所：QUICKのデータをもとに中銀アセットマネジメント作成

もみ合い

※ 上記矢印は相場の方向性を示しています。

1か月の予想レンジ 日経平均株価：48,000円～57,000円

1か月の予想レンジ 日本10年国債利回り：2.1％～2.5%

1か月の予想レンジ 米ドル/円：153円～163円

株価上昇要因

中東紛争の早期終結
堅調な企業業績

株価下落要因

中東紛争の長期化
世界経済の減速

金利上昇要因
（債券価格下落要因）

国内インフレ圧力の高まり
日銀の追加利上げ

金利低下要因
（債券価格上昇要因）

世界経済の減速
日本経済の減速

米ドル上昇要因
（円安要因）

米景気好調維持
中東紛争の長期化

米ドル下落要因
（円高要因）

日銀の追加利上げ
中東紛争の早期終結

もみ合い

もみ合い

国内長期金利は、原油価格高騰に伴う世界的なインフレ懸念の高まりが、日銀の利上げ観測を高め、金利の
上昇を促す大きな要因となっており、引き続き中東情勢と日銀の金融政策の行方をにらみながら、2％台前半
を中心としたもみ合いが予想されます。

中東情勢の不安定化が「有事のドル買い」圧力として働く一方、利上げ路線を継続する日銀の金融政策姿勢
や、為替介入（円買い・ドル売り）への根強い警戒感が過度な円安の壁となり、ドル円相場は150円台後半
を中心にもみ合う展開が予想されます。

国内株式市場は、中東情勢をにらみ、もみ合う展開が予想されます。紛争の長期化は、原油価格高騰が景気
や企業業績に悪影響を与え、引き続き株式相場の下落要因となると思われます。一方、紛争が早期解決に向
かえば、投資家の不安心理が緩和され、株式市場は買い戻しが優勢となり、反発が予想されます。
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